
二学期前半終了！ 
 令和３年もあと１週間で暮れようとしています。今年も新型コロナに始まり、新型コロナに

終わる一年となりそうですが、ここ数日間は、県内での感染者の報告もなく、穏やかに年を越

せそうです。 

 ４月からの学校を振り返りますと、５月に入ってすぐに新型コロナウイルスの影響を受け、

出席停止を余儀なくされる生徒がいました。市当局のご理解もあり、すぐに１人１台パソコンを貸し出し、リ

モートで授業を配信しました。このおかげで、どの学校よりも早くリモート授業のスタイルを確立することが

できました。ピンチをチャンスに変え、パソコンを使った授業を日々進化させているところです。 

 ６月は、「吉田をきれいにしよう！」と小学校と合同でクリーン大作戦を計画していましたが、新型コロナ

の影響を考え、中止せざるを得ませんでした。 

 ７月は、２週に渡って地区中体連総合大会が開催されました。惜しくも県大会出場はなりませんでしたが、

どの部も持てる力を発揮し、「吉田魂」を見せてくれたと思います。 

 全国的には、新型コロナウイルス感染症の勢いが収まらないまま、１年延期された東京オリンピック 2020

が開催されました。無観客の中、日本勢のメダルラッシュが続き、「今年の漢字」には、「金」が選ばれました。 

 ８月は、お盆明けにまさかの感染爆発があり、９月初めに予定していた修学旅行を１１月に延期しました。 

コロナの影響は大きく、８月下旬から１ヶ月、部活動も全面的に中止となりました。７月下旬から気合いを入

れて駅伝練習に取り組んできたメンバーも活動中止となりました。調子を上げていただけに残念でした。 

 ようやく感染が下火となってきた１０月下旬、学習発表会を開催しました。文化的行事の部と体育的行事の

部を午前中日程で開催しました。テーマ通り「吉田魂」を発揮し、素晴らしい学習発表会となりました。競技

にも参加いただいた保護者の皆様のご協力に感謝いたします。 

 １１月は、フラワー大作戦、修学旅行、職場訪問、地域学習、「ふれあい道徳」の授業参観などなど、これ

まで出来なかった行事がいっぱい詰め込まれました。中でもフラワー大作戦は、今年度初めて地域の方を学校

にお招きして行いました。「子どもたちの笑顔と歓声が力になる」と協力して下さった地域の皆様にもとても

喜んでいただきました。下旬には、３年生の三者面談もあり、進路を定めたところです。 

 １２月もあっという間に過ぎました。１・２年生の二者面談にもご足労いただきありがとうございました。 

 これまで、大過なく学校運営ができたことは保護者の皆様、地域の皆様のおかげと感謝しています。これら

の様々な活動を通して子どもたちが着実に成長していると感じています。今後ともよろしくお願いします。 

明日から冬休みに入ります。１７日間という長めの冬休みとなります。年末年始ならではの経験をしたり、

話を聞いたりして一回り成長し、元気な姿を見せてほしいと思います。どうぞ良いお年をお迎えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
嬉野市立 吉田中学校 

令和 ３ 年 １ ２ 月 ２ ４ 日 

文責 ： 校長  桑原智仁 

 

葦の里 No.1８ 

 
賢く 優しく たくましく  ～地域とともに９ヵ年の学びのなかで～ 

あ し         さ と 

 

み か ん 

節目とリセット 辛丑（かのとうし）から壬寅（みずのえとら）へ 

 ゲームにリセットボタンがあるように、我々人間にとってもリセットは大切です。嫌な出来事は、リセット

して前向きに過ごしたいものです。リセットというよりも「心機一転」とか「気持ちの切り替え」といった言

葉がしっくりくるかも知れません。安定して結果を残せる人は、短いスパンで「振り返り」と「目標設定」を

上手に行い「切り替え」をしているのだと思います。授業でも毎時間の振り返りと次の時間の見通しを持つ作

業を繰り返していますが、これを着実にできている人は学力もしっかりと身に付いているのではないかと思い

ます。また、勉強と遊びの「切り替え」を上手くできる人は、人間的にもしっかりと成長している気がします。

とはいえ、リセットを習慣化するのはなかなか難しいことです。だから学年が変わる時や長期休業明けなど、

節目をきっかけに「新たな目標」を立てるのではないかと思います。 

冬休みは、一年の切り替わりの節目である正月をはさむため心機一転には絶好の機会だと思います。除夜の

鐘を聞きながら旧年の反省をして、初日の出とともに新年の目標を立ててみるのはいかがでしょうか。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バレーボール西部地区大会 【Ｄパート】 優 勝     女子バレーボール部   

令和３年度 佐賀県中学校体育連盟  模範競技者賞  馬場 わかな（３年）    

1月の主な予定 

 １(土)（祝）元旦  

    年始休暇・学校閉庁（～３日まで） 

 ４(火)勤務開始 

１１(火)２学期後半開始、読み語り、全校集会 

学校集金日（～12日）、３年実力テスト 

放課後学習会（３年・英語） 

１２(水)水曜コラム、３年実力テスト 

１３(木)木黙タイム（国語）、フッ化物洗口 

    放課後学習会（３年・数学） 

１４(金)全校スピーチ 

１５(土)※佐世保高専：推薦入試 

１７(月)放課後学習会（３年・数学） 

１８(火)放課後学習会（３年・英語） 

１９(水)※鎮西学院高校：特別選抜入試 

２０(木)フッ化物洗口、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校 

    ※県内私立高校：前期・推薦入試 

２１(金)生徒会専門委員会、英検（３回目） 

２５(火)※県内私立高校：前期合格発表 

２６(水)水曜コラム 

２７(木)木黙タイム（社会）、フッ化物洗口 

    放課後学習会（３年・数学） 

２８(金)放課後学習会（３年・英語）  

 

 

 

 

 

人権集会 栁川春己さんの講演 12/14(火) 
 アトランタパラリンピック（1996年）視覚障害者マラソンの金メダリストで、 

現在、鍼灸院を経営されている栁川春己さん（佐賀市在住・65歳）をお迎えし、 

人権集会を行いました。これまでの人生やこれからについてお話ししていただ 

きました。 

 ８歳で視力を失われた栁川さんは、盲学校で勉強し、鍼灸師の資格を取得、 

３３歳の頃初めて出場したマラソン大会をきっかけに、フルマラソンを始められ、 

１９９０年にホノルルマラソンを完走、１９９２年バルセロナパラリンピック６位 

そして１９９６年アトランタパラリンピックで見事、金メダルを獲得されています。 

 目が見えない状態に陥ると、ほとんどの人は絶望すると思われますが、 

栁川さんは、「目は見えないが夢は見える」「目標があるから幸せ」と常 

に前向きに生きる様子をお話しいただきました。次の目標は佐賀県開催 

の「SAGA2024国スポ・全障スポ」にグランドソフトボールの選手として 

出場することだそうです。夢と希望を持って取り組まれています。 

 講演の後、生徒からいくつか質問をしました。昔は一人で練習してい 

たけど、最近は伴走してくれる人が増えて、昔に比べたら走れる環境が 

整ってきたこと、外出した時などは不自由な事もあるので、まずは声を 

かけてもらえると困っていることを伝えることができて助かることなど 

を教えていただきました。 

栁川さんのお話は、子どもたちの心にしっかりと響いたようでした。 

 

 

 

 

 

冬季休業中の緊急時（事件・事故・新型コロナ感染等）の連絡について 
 万が一、事件・事故に遭った場合、新型コロナウイルスに感染または濃厚接触者に特定された場合など 

緊急時については、学校にご連絡ください。吉田中学校（０９５４－４３－９３２１） 

また、年末年始は１２月２９日から１月３日まで学校は閉庁になりますので、職員は不在です。 

閉庁日や休日の緊急連絡は、嬉野市役所（０９５４－６６－３１１１）へご連絡ください。 

そこから嬉野市教育委員会を経由して、学校の担当者につながります。 

 

 

 

本物の金メダルに感激！ 

はつらつと話をされる栁川さん 


